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私
の
あ
ゆ
み

私
の
あ
ゆ
み

　　　八木橋　正之（法政大学講師・元法政二中高教諭）
　　　　　……“困っている人を見過ごせない”

　

私
と
中
原
区
と
の
ご
縁
は
、
こ
の
地
域
に

住
む
子
ど
も
た
ち
で
す
。
学
習
塾
「
あ
ら
ぐ

さ
教
室
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
か
か
わ
り
、

九
九
が
で
き
ず
に
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

小
学
５
年
生
の
チ
ー
ボ
ー
と
の
学
習
タ
イ

ム
。「
わ
か
る
」
こ
と
が
大
き
な
自
信
と
な

り
、
生
活
が
落
ち
着
き
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
す

る
チ
ー
ボ
ー
と
の
出
会
い
は
、
私
が
子
ど
も

と
関
わ
る
仕
事
に
踏
み
出
す
貴
重
な
体
験
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
・
発
達
を
何
よ

り
も
大
事
に
す
る
子
育
て
・
教
育
を
学
び
ま

し
た
。

　

３
期
12
年
間
、
市
議
会
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、「
年
金
が
下
が
っ
て
暮
ら
せ

な
い
」「
保
育
園
に
入
れ
な
い
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」「
駅
の
混
雑
解
消
を
」
と
、

様
々
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
を
ま
わ
る
と
、
格
差
や
貧
困
、
偏
見
や

差
別
な
ど
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
に
も
、
心
を
痛
め
て
き
ま

し
た
。
子
育
て
も
老
後
も
若
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
政
に
変
え
な
け
れ
ば
と
走

り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と

ご
一
緒
に
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

中
原
区
に
あ
る
東
住
吉

幼
稚
園
の
教
諭
と
し
て
就

職
。
職
場
の
仲
間
た
ち
と

「
子
ど
も
中
心
」
の
幼
児

教
育
を
実
践
し
、
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る

姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
で

し
た
。

　

幼
稚
園
の
父
母
と
子
育

て
の
悩
み
を
話
し
合
う
地
域
懇
談
会
や
、
私
学
助
成
金
増
額
を
求
め

る
署
名
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
、
働
き
や
す
い
職
場
に
と
組
合
に
も

参
加
し
、
多
く
の
仲
間
た
ち
と
出
会
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
の

こ
の
ま
ち
の

幼
稚
園
教
諭
に

幼
稚
園
教
諭
に

　おおばさんが短大を卒業して間もない頃、地域にねざした「あらぐさ教室」でご一緒し
ましたが、授業が終わっても遅くまで生徒に向き合っていたことを覚えています。その
後、幼稚園の先生を経て、市議会議員として活躍していますが、人が人として大切にされ
る社会を目指す姿勢は変わることなく現在に至っています。ますますの活躍を期待してい
ます。

supportsupport

ご
あ
い
さ
つ
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　　　里村　恵子（高校の同級生）……誠実・謙虚・穏やかで温かい女性、裕子さん

　

幼
稚
園
教
諭
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
「
一
人
ひ
と
り

が
大
切
に
さ
れ
る
子
育
て
・
教
育
」「
反
戦
平
和
」、
ま

た
女
性
と
し
て
男
女
平
等
の
政
策
を
掲
げ
て
い
る
日
本

共
産
党
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
自
然

な
こ
と
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
で
は
青
年
学
生
の
運
動
に
か
か
わ
り
、

高
校
生
や
若
者
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
な
ど
で
苦
し
み
、
多

額
の
奨
学
金
の
返
済
が
重
く
の
し
か
か
る
若
者
の
姿
。

正
規
雇
用
に
な
り
た
く
て
も
な
れ
ず
、
賃
金
は
低
く
抑

え
ら
れ
、
家
庭
を
築
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
…
…
。

そ
ん
な
若
者
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
解
決
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
県
内
の
教
職
員
や
労
働
組
合
と

協
力
し
て
「
高
校
生
就
職
を
考
え
る
会
」
の
運
動
に
も

参
加
し
ま
し
た
。
議
員
に
な
っ
て
か
ら
も
若
者
の
就
職

支
援
、
雇
用
対
策
を
、
議
会
で
積
極
的
に
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
雇
用
対
策
を
は
じ

め
、
お
年
寄
り
や
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
か
ら
の
相
談
な
ど
、
切
実
な
要

求
実
現
の
た
め
に
引
き
続
き
が
ん
ば

り
ま
す
。

　

27
才
の
時
、
神
奈
川
県
代
表
団
の
一
員
と
し
て
第
３
回

国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
参
加
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
頭

で
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
き
、「
プ
リ
ー
ズ
サ
イ
ン
」
と
声
を

か
け
、
核
兵
器
廃
絶
署
名
を
集
め
る
活
動
を
実
践
。
あ
れ

か
ら
30
年
が
た
ち
、
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
決
議
が

採
択
さ
れ
る
な
ど
、
被
爆
者
の
方
々
と
共
に
地
道
な
活
動

を
積
み
重
ね
、
世
界
の
世
論
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
、
マ
ラ
ソ
ン
、
登
山
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
で

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
も
完
走
。
毎
年
夏
に
は
３
０
０
０
ｍ

級
の
山
に
登
り
ま
す
。
中
原
区
内
の
「
お
や
こ
劇
場
」
で

活
動
、
神
奈
川
合
唱
団
や
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
に
も
参
加
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
に
多
彩
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
と
の
出
会
い
か
ら

日
本
共
産
党
と
の
出
会
い
か
ら

平
和
が
原
点

平
和
が
原
点

〜
ス
ポ
ー
ツ
も
自
然
も
…
こ
よ
な
く
愛
す
る
〜

〜
ス
ポ
ー
ツ
も
自
然
も
…
こ
よ
な
く
愛
す
る
〜

　裕子さんは悩みがあるときに相談すると、心理カウンセラーのように最後まで話をじっ
くり聞いてくれて解決策を考えてくれる、とても頼もしい親友です。学生時代から正直で
信用できる人柄で人望も厚く、穏やかで温かい女性なので、誰からも好かれていました。
信頼を絶対裏切らない、今でも困ったときはいつでも親身に相談にのってくれます。

supportsupport
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子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
に

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
に

〜
い
の
ち
を
守
る
、
子
育
て
支
援
に
全
力
〜

〜
い
の
ち
を
守
る
、
子
育
て
支
援
に
全
力
〜

　

東
京
23
区
は
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
で
所
得
制
限
も
あ
り
ま

せ
ん
。
川
崎
市
は
小
学
校
卒
業
ま
で
。
１
歳
か
ら
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
共
産
党
の
要
求
が
一
部
実
り
、
入
院
医
療
費
助

成
の
所
得
制
限
が
19
年
１
月
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
べ
き
。
所
得
制
限
・
窓
口
負
担

な
し
」
を
と
要
求
。
実
現
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
が
急
増
す
る
中
原
区
は
、

認
可
保
育
園
に
入
所
で
き
な
い
保
留
児
童

数
は
行
政
区
の
中
で
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
お
ば
議
員
は
、
ど
の
子
も
青
空
の
も
と
、
の
び
の
び
と
成
長
で
き

る
環
境
を
作
る
の
は
行
政
の
責
任
で
あ
る
と
、
中
原
区
の
深
刻
な
待
機

児
童
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
公
有
地
の
活
用
な
ど
で
、
園
庭

の
あ
る
認
可
保
育
園
の
増
設
を
と
求
め
て
、
粘
り
強
く
追
及
し
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
世
帯
が
急
増
す
る
空
白
の
中
部
地
域
（
中
原
区
・
高
津
区
）

に
、
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
が
13
年
４
月
に
開
設
。
お
お
ば
議
員
が
繰
り

返
し
求
め
て
き
た
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
南
部
と
北
部
の

セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
対
応
で
す
が
、
中
部
セ
ン
タ
ー
は
23
時
ま
で
で

す
。
小
児
科
医
師
を
確
保
し
、
早
急
に
深
夜
帯
の
診
療
開
設
を
、
と
求

め
て
い
ま
す
。

小
児
医
療
費
無
料
化

〜
中
学
校
卒
業
ま
で
の
拡
大
、
所
得
制
限
撤
廃
を
〜

園
庭
の
あ
る

認
可
保
育
園
の
整
備
を

中
部
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
に
尽
力

小児医療費助成
20政令市の通院助成
 18年10月現在

対象年齢 所得制限 政令市
高校
卒業まで

小 6
まで無 大阪

中学校
卒業まで

無

さいたま・相模原
千葉・静岡・浜松
名古屋・神戸・堺
京都・熊本

有 仙台

小学校
卒業まで

無 新潟・岡山・
北九州・福岡

有
横浜（19年 4 月より
中卒まで）
川崎

小学 3年生
まで 有 広島

小学 1年生
まで 有 札幌
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小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
幅
広
く
利
用
す
る
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

の
集
会
室
に
は
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
お

ば
議
員
は
、
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
話
を
聞
き
、
議
会
で
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

18
年
に
、「
新
城
」「
住
吉
」
の
集
会
室
の
エ
ア
コ
ン
の
設
計
費
が
計

上
さ
れ
、
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
崎
市
の
私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
平
均
額
は
20
政
令
市
で
一
番
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
17
年
度
14
万
８
１
１
８
円
（
２
位
の
横
浜
市
11
万
６

３
７
９
円
）
と
突
出
し
て
い
ま
す
。
川
崎
市
を
除
く
19
政
令
市
平
均
額

５
万
４
千
円
の
2.7
倍
に
も

な
り
ま
す
。
東
京
で
は
10

万
円
前
後
の
入
園
料
補
助

を
し
て
い
る
区
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
お
お
ば
議
員

は
、
川
崎
市
で
も
入
園
料

補
助
の
創
設
を
と
提
案
し

て
い
ま
す
。

　

小
杉
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
小

杉
町
３
丁
目
東
地
区
の
再
開
発
事
業
に

よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
16
年
４

月
に
セ
ン
タ
ー
を
閉
鎖
す
る
準
備
に
入

り
、
工
事
予
定
期
間
の
４
年
間
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
が
無
く
な
る
予
定
で

し
た
。

　

利
用
す
る
保
護
者
た
ち
か
ら
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
ほ
っ
と
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
」
と
強
い
要
望
が
あ
り
、
繰

り
返
し
議
会
で
「
代
替
え
地
の
確
保
を
」

と
求
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
国
道
４

０
９
号
線
沿
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
城
」「
住
吉
」こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
へ

私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
、
補
助
を

小
杉
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の

代
替
え
地
確
保
に
尽
力
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中
原
区
内
の
小
中
学
校
26
校
の

中
で
、
も
っ
と
も
古
か
っ
た
体
育

館
の
改
築
と
、
校
舎
の
増
築
に
尽

力
し
、
給
食
室
の
改
築
も
提
案
、

実
現
し
ま
し
た
。
お
お
ば
議
員
は

何
度
も
議
会
で
取
り
上
げ
、
充
実

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら

も
「
体
育
館
の
早
期
建
て
か
え
を
」

と
の
請
願
が
、
06
年
に
議
会
に
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
を
求
め
、
現
在
検
討
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

通
勤
時
間
帯
の
危

険
な
現
状
も
示
し

て
、
国
道
４
０
９
号

線
と
南
武
沿
線
道
路

の
２
つ
の
幹
線
道
路

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
児
童
の
通
学

路
を
確
保
し
、
安
全

対
策
を
、
と
求
め
て

き
ま
し
た
。

　

図
書
館
に
は
エ
ア
コ
ン
設
備
が
な
く
、
補
聴
器
が
汗
な
ど
で
故
障
が

生
じ
や
す
く
、
ま
た
自
力
で
体
調
管
理
の
難
し
い
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

す
。
早
急
な
エ
ア
コ
ン
設
置
を
と
要
望
し
、
実
現
し
ま
し
た
。

　

生
徒
数
が
全
国
一
の
西
中
原

中
学
校
。
老
朽
化
し
た
体
育
館

は
全
校
生
徒
が
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
天
井
の
照
明
の

破
損
や
床
の
ス
プ
リ
ン
グ
の
バ

ネ
の
消
耗
も
激
し
い
こ
と
か
ら

改
修
を
、
と
要
望
。
18
年
３
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

プ
ー
ル
の
改
築
の
要
望
も
し
て

い
ま
す
。

下
小
田
中
小
学
校
の
体
育
館
改
築
・
大
規
模
増
築

通
勤
時
間
帯
と
重
な
る

（
新
）
小
杉
小
学
校
の
通
学
路
安
全
対
策
を

ろ
う
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

西
中
原
中
学
校
の
体
育
館
改
修

学
校
教
育
環
境
の
改
善

学
校
教
育
環
境
の
改
善
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神
奈
川
労
働
局
で
は
、
17
年
度
の
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

助
成
金
を
活
用
し
て
有
期
契
約
か
ら
正
規
雇
用
等
に
転
換

し
た
労
働
者
の
数
」
の
県
内
実
績
を
約
３
８
０
０
人
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
は
、
市
内
で
こ
の
制
度
が
ど
れ

く
ら
い
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

お
お
ば
議
員
は
直
接
、
労
働
局
に
問
い
合
わ
せ
、
16
年

度
約
２
５
０
人
、
17
年
度
９
月
時
点
で
同
数
の
２
５
０
人

　

過
労
死
や
過
労
自
殺
な
ど
を
生
む
違
法
な
働
か
せ
方
は

問
題
で
す
。
法
制
度
を
知
ら
ず
泣
き
寝
入
り
す
る
若
者
は

多
く
い
ま
す
。
市
立
高
校
で
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
を
迎

え
て
「
労
働
出
前
講
座
」
の
開
催
や
、
全
校
生
徒
に
配
布

で
き
る
よ
う
「
働
く
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
更
新
・

増
刷
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
成
し
、
働
く
ル
ー
ル
を
守
ら

せ
る
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

　

若
手
社
員
の
奨
学
金
返
済
支
援
を
行
う
中
小
企
業
に
対

し
て
補
助
を
行
い
、
若
者
が
経
済
的
負
担
を
強
い
ら
れ
ず

に
、
安
定
し
た
雇
用
で
働
け
る
施
策
を
繰
り
返
し
求
め
て

い
ま
す
。

市
内
不
本
意
非
正
規
労
働
者
か
ら

正
規
へ
の
転
換
の
施
策
を

若
者
へ
の
就
労
支
援

〜
高
校
で
働
く
権
利
を
学
ぶ

　
　
「
出
前
講
座
」
の
実
施
を
求
め
る
〜

雇
用
問
題
で
奮
闘

雇
用
問
題
で
奮
闘

　　　森　英一（元NEC社員、電気・情報ユニオン書記長）
　　　　　……大企業リストラから雇用を守ってほしい

　大手電機メーカのリストラにストップ！　おおばさんは、議会でも工場門前の宣伝で
も、働く者の雇用と生活を守るために力を尽くされています。職場からの切実な声や意見
に耳を傾け、解決にむけて一緒になって行動しています。おおばさんは、働く者にとっ
て、一番の頼りになる人です。

supportsupport

の
実
績
が
あ
る
こ
と
、
周
知
す

る
こ
と
で
拡
大
し
て
い
け
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
市
に
対
し
、
実

態
把
握
と
と
も
に
、
労
働
局
と

連
携
を
は
か
り
、
国
の
事
業
を

活
用
す
る
こ
と
、
上
乗
せ
支
給

す
る
事
業
の
実
施
に
踏
み
出
す

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

市議会定例会で質問するおおば議員
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　　　浦城　君子（武蔵小杉駅を良くする会）……安全な武蔵小杉駅に！
　「住みたい町」として有名になった武蔵小杉ですが、駅の混雑が酷く、通勤時間帯には
ホームからあふれ落ちる人がいたり、改札に入れない人の行列ができたりする始末です。
小杉駅を良くする会では、署名を集め、日本共産党議員の皆さんと共に国会・ＪＲ・川崎
市に訴えてきました。お陰様で、署名は9000筆を超え、新しい改札口の設置や横須賀線下
りホームの新設が決まりました。今後もホームドアの設置や増便、車両増など、より安全
な小杉駅を目指して、おおばさんと一緒に運動したいと思います。

supportsupport

　

お
お
ば
議
員
は
、
早

い
時
期
か
ら
住
民
と
と

も
に
武
蔵
小
杉
駅
の
施

設
や
利
用
者
の
安
全
性

利
便
性
向
上
を
、
と
Ｊ

Ｒ
や
市
に
求
め
て
き
ま

し
た
。
23
年
度
を
目
標

に
横
須
賀
線
「
下
り
専

用
ホ
ー
ム
の
新
設
」

「
新
規
改
札
口
」
な
ど

の
改
善
策
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
武
蔵

武
蔵
小
杉
駅
、

ホ
ー
ム
増
設
・
新
規
改
札
口
設
置
へ

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

　

〜
中
原
区
の
地
下
を
通
過
〜

安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

地
下
40
〜
50
ｍ
を
通
過
す
る
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
は
、

区
内
の
真
下
を
通
過
し
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
落
盤
、

水
、
停
電
、
火
災
事
故
等
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
日
本
共

産
党
の
質
問
で
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
具
体
化
が
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
会
で
、
法
務
省
は
地
権
者
の
同
意
な
く
開
発
行
為
を

行
え
ば
「
土
地
所
有
権
の
侵
害
に
あ
た
る
」
と
応
え
て
い

る
の
に
、
地
権
者
に
は
、
真
下
に
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
通
る

事
を
知
ら
せ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
市
は
リ
ニ
ア

新
幹
線
計
画
に
問
題
有
り
と
地
域
に
知
ら
せ
、
地
権
者
が

承
諾
す
る
ま
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
工
事
を
中
止
す

る
よ
う
、
要
請
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

小
杉
駅
の
自
由
通
路
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
住
民
運
動
と
力
を
合
わ
せ
て
、
議
会
で
も
繰
り
返

し
取
り
上
げ
、
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
市
民
が
「
武
蔵

小
杉
駅
を
良
く
す
る
会
」
を
結
成
す
る
と
駅
前
な
ど
で

「
会
」
の
み
な
さ
ん
と
共
に
署
名
行
動
も
行
い
、
未
解
決
と

な
っ
て
い
る
「
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
」
や
「
増
便
」・「
車
両

増
」
に
つ
い
て
も
実
現
に
向
け
て
、
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
新
城
駅
に
つ
い
て
も
、
混
雑
が
増
し
、
危
険
で
あ

る
と
指
摘
。
調
査
し
、
安
全
対
策
を
図
る
よ
う
、
議
会
で

取
り
上
げ
ま
し
た
。
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　　　八巻　至（NPO法人脳外傷友の会ナナ川崎地区会代表）
　　　　　……行政を動かしてくれて感謝

　高次脳機能障害は誰にでも起きる病気です。疲れる、記憶注意障害、失語症など。一見
すると健常者なので、たくさんの障害を持っていることに気付きません。専門の医療機
関、リハビリができる場所が行政ごとにあってほしい。親亡き後の入居施設も必要。おお
ばさんが議会で何度も問題提起し、地域活動支援センター設置が実現。感謝しています。

supportsupport

　

11
年
３
月

の
福
島
第
一

原
発
の
事
故

以
降
「
放
射

能
汚
染
が
心

配
」
と
い
う

声
が
高
ま
る

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

障
が
い
者
優
先
調
達
の
促
進
を

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
へ
の
支
援

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族
の
方
々
の
願
い
に
応
え

て
、
議
会
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
を
は
じ
め
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
に
特

化
し
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
設
。
川
崎
区
に
整

備
さ
れ
た
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

の
相
談
支
援
が
で
き
る
窓
口
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
就
労
施
設
で
就
労
す
る
障
が
い
者
や
、
在
宅

で
就
業
す
る
障
が
い
者
の
経
済
面
の
自
立
を
進
め
る
た

め
、
公
機
関
は
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
場
合
、

障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
優
先
的
・
積
極
的
に
購
入
す

る
よ
う
法
律
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、17
年
度
の

市
の
発
注
は
わ
ず
か
70
件
で
す
。
各
局
で
目
標
を
た
て
、

中
間
の
時
期
に
調
査
を
し
て
、
啓
発
、
推
進
を
図
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

中
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
内
各
地
で
、
特
に
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
る
公
園
な
ど
数
百
ヵ
所
で
放
射
線
量
を
測

定
。
現
在
ま
で
毎
年
、
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
原
発
に
頼
ら
な
い
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格

的
普
及
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

区内公園で測定する
おおば議員

障
が
い
者
施
策
の

障
が
い
者
施
策
の

　
　
　
　
　

充
実
を

　
　
　
　
　

充
実
を



地
域
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力

地
域
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力

　

総
合
自
治
会
館
が
20
年
度
に
小
杉
町
３
丁
目
東
地
区
に

移
転
し
ま
す
。
市
民
の
財
産
で
あ
る
公
有
地
は
、
地
域
住

民
の
要
望
が
活
か
さ
れ
る
最
善
の
活
用
を
行
う
べ
き
で

す
。
市
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見
提
案
を
求
め
る

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
用
地

を
貸
し
出
し
て
、
民
間
中
心
の
活
用
を
図
る
と
い
う
も
の

で
す
。
地
域
か
ら
は
、
長
年
の
要
望
で
あ
る
老
人
い
こ
い

の
家
や
災
害
時
に
避
難
で
き
る
よ
う
な
緑
地
な
ど
が
、切

望
さ
れ
て
い
ま
す
。民
間
に
丸
投
げ
す
る
な
ど
行
政
の
や

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
意
見
要
望
を
ふ
ま
え

た
活
用
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
、
議
会
で
求
め
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
が
10
年
以
上
も
、
今
井
中
学
校
区
に
老

人
い
こ
い
の
家
の
整
備
を
と
要
求
し
て
い
ま
す
。
市
長
は

「
未
整
備
地
区
の
中
で
も
、
重
点
課
題
と
受
け
止
め
て
い

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
議
会
で
繰
り
返
し
、
市
の
姿
勢

を
質
し
て
き
ま
し
た
。

　

住
宅
街
に
、
突
然
「
遺
体
保
管
所
が
で
き
る
」
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
は
14
年
の
こ
と
。
そ
の
後
の
住
民
説
明
会

に
、
お
お
ば
議
員
も
参
加
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に
発

展
し
ま
し
た
。

　

各
種
マ
ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ
、
業
者
が
住
民
に
対
し
て

十
分
な
説
明
も
な
く
、
要
望
も
受
け
付
け
な
い
こ
と
が
、

大
き
な
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
会
で
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
示
し
た
要
綱
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
、
井
田
老
人
い
こ
い
の

家
、
聴
覚
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
的
な
施

設
も
集
中
。
バ
ス
を
通
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
は
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
型
バ
ス
路
線
の
整
備
に
つ
い
て

住
民
ま
か
せ
に
せ
ず
、
行
政
が
実
施
す
べ
き
と
議
会
で
粘

り
強
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

総
合
自
治
会
館
移
転
後
の
跡
地
活
用

宮
内
遺
体
保
管
所
が
撤
退
、

反
対
運
動
と
連
携

井
田
に
小
型
バ
ス
路
線
を

今
井
老
人
い
こ
い
の
家
の
整
備
を
提
案

　今井地区に「いこいの家」をなんとしてもつくってもらいたい
と、市長宛てに署名を集め、提出してきました。おおばさんに
は、区長や行政との意見交換の場や議会でも、何度も取り上げ
てもらっています。小杉再開発が進む地域で老人やこどもが取
り残されないように、早く整備してもらいたいと願っています。

supportsupport
　　　長原　慶子（今井中学校区に老人いこいの家をつくる会）
　　　　　…早く整備してもらいたい

10
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国への意見書、請願への市議会主要会派の態度
2015年度以降の定例議会から抜粋 （賛成○　反対●）

日本共産党川崎市議団

かけがえのない
市民と力をあわせ議会で論戦、市政を動かし願い実現

不要不急の大規模事業をきびしく追及し、
キッパリ中止を求めています

消費税10％やめろ、憲法 9条まもれ、悪政許しません

■中学校完全給食がついに実現（2017年度中に全校実施）― 20年来の市民運動とともに
■認可保育園の増設 ― 今後 4年間で8665人分の定員増を計画に盛り込ませる
■小児医療費・入院助成の所得制限が廃止へ（2019年 1 月から）― 通院でも廃止求める
■こども文化センター集会室にエアコン設置 ― いっきに13ヵ所の設計費（2018年度）
■学校トイレの洋式化 ― スピード倍化、2022年までにすべての公立学校のトイレ洋式化へ
■就学援助の入学準備金を前倒し支給 ― 中学校は2018年 3 月実施、小学校は2019年 3 月実施へ
■ 子どもの貧困対策 ― 学習支援・居場所づくり事業（12ヵ所へ）、ひとり親家庭等の生活・学習支
援事業スタート

■市民生活に必要ない 2つの橋建設（羽田連絡道路300億円、臨港道路東扇島水江町線540億円）
■東扇島堀込部の埋立土地造成事業（240億円）
■船がほとんど来ない港のコンテナターミナル開発
■ 1メートル 1億円の高速川崎縦貫道路整備
■採算性なく、まちこわしの鉄道整備＝川崎アプローチ線（300億円）

　川崎市議会で、福祉切り捨て・市民負担増、ムダな大規模開発を推進する予算に何でも賛成の自民・公明。国政
でも消費税10％増税、憲法 9条改憲、福祉切り捨てを進める安倍内閣。国政でも市政でも自民・公明と対決して国
民の願いを託せるのは、日本共産党です。

1

2

3

政令市トップの
豊かな財政いかせば
財源はあります

●市税収入は 5年連続過去最大　
● 市のためこみ貯金（減債基金残
高）は2305億円（2018年度末）
●財政力指数は20政令市中 1位
　共産党は、不要不急の大規模事業や
め、福祉・くらしに予算を回す「予算組
み替え案」を毎年提案しています。

意見書・請願 自
民
公
明
民
進
共
産

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求め
る意見書（15年12月議会） ○ ○ ○ ●

元海兵隊員による女性遺体遺棄事件に強く抗議し、全ての
米軍基地の速やかな撤去を求める意見書（16年6月議会） ● ● ● ○

南スーダンに派遣されている自衛隊の即時撤退を求める意
見書（16年9月議会） ● ● ● ○

小児医療費助成制度に一部負担金を導入しないことを求め
る請願（16年9月議会） ● ● ● ○

生活保護基準の引き下げに反対する意見書（18年3月議会） ● ● ● ○

消費税の増税中止を求める意見書（18年3月議会） ● ● ● ○

＊「民進」は旧民主を含む。

３つの値打ち



おおば裕子のお約束

おおば裕子議員に期待します

私のお約束

園
庭
の
あ
る
認
可
保
育
園
の
増
設
で
、

　

待
機
児
童
解
消
。

幼
稚
園
入
園
料
10
万
円
の
補
助
創
設

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
中
学
卒
業
ま
で
。

　

通
院
の
所
得
制
限
も
撤
廃
に

小
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
拡
大

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減

空
き
店
舗
対
策
な
ど
商
店
街
支
援
、

　

ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽
化
対
策

若
者
就
職
支
援
・
正
規
雇
用
拡
大

町
工
場
の
家
賃
補
助
等
の
創
設

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
創
設

通
学
路
の
安
全
対
策

交
通
不
便
地
域
の
バ
ス
路
線
の
充
実

武
蔵
小
杉
駅
な
ど
混
雑
解
消
と
安
全
対
策

今
井
地
域
の
老
人
の
い
こ
い
の
家
の
整
備

篠
原 

義
仁
（
弁
護
士
、
上
小
田
中
在
住
）

野
末 

悦
子

　
（
婦
人
科
医
師
、元
コ
ス
モ
ス
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
）

菅
谷 

和
子
（
新
城
商
店
街
、
和
菓
子
の
す
が
や
）

細
田 

マ
キ
子
（
元
東
住
吉
幼
稚
園
同
僚
）

田
代 

博

　
（
高
校
時
代
の
恩
師
、
大
学
非
常
勤
講
師
）

田
辺 

勝
義

　
（
勤
労
者
通
信
大
学
教
科
委
員
、
井
田
中
ノ
町
在
住
）

新
井 

靖
子
（
元
教
員
、
下
小
田
中
在
住
）

天
野 

捷
一

　
（
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る
東
京
神
奈
川
連
絡
会
）

川
岸 

卓
哉
（
弁
護
士
、
下
小
田
中
在
住
）

佐
藤 

浩
史

　
（
川
崎
中
部
建
設
労
働
組
合
組
合
長
、

　

 

井
田
杉
山
町
在
住
）

橋
之
口 

紘
一

　
（
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（（
協
））理
事
長
）

黒
田 

守
正
（
宮
内
町
内
会
老
人
会
会
長
）

高
原 

俊
英
（
宮
内
子
ど
も
会
少
年
野
球
監
督
）

伊
東 

二
美
江

　
（
お
い
で
お
い
で
ル
ー
ム
代
表
、
下
新
城
在
住
）

木
村 

尚
司

　
（
元
大
戸
小
学
校
教
諭
、下
小
田
中
在
住
）

命が大切にされ、人間らしく暮らせる社会が私の願いです。
県議会で引き続き働かせていただけるよう、
ご支援をよろしくお願い致します。

1949年12月生まれ。北海道大学経済学部卒業。民間企業を経て労働省（当時）入
省。県内公共職業安定所に勤務し横須賀の次長を務めて定年退職。法政大学大学
院政策科学研究科修了。家族は夫と 2男。神奈川県議会議員 1期。今井在住

小児医療費
無料化拡充めざし、
県の負担増を

保育園不足解消のため、
保育士の処遇改善を

県立高校
改修をはじめ、
教育環境の整備を

1

2

3

国民健康保険料を
引き下げるために
国・県・市は負担を

武蔵小杉駅をはじめ、
駅の混雑解消と安全対策を
交通安全対策予算の大幅増を

長時間労働なくし、
人間らしい暮らしを

4

5

6

プロフィール

君
嶋
ち
か
子

神
奈
川
県
議
会
議
員
（
中
原
区
）


